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衛衛
生生 費費

そそ
のの 他他

教教
育育 費費

総総
務務 費費

民民
生生 費費

119955億億11110033万万99千千円円
　　3388億億44661122万万88千千円円

7799億億55556677万万33千千円円

114488億億55119944万万44千千円円

221199億億11221111万万88千千円円

６６１１７７億億８８７７６６５５万万６６千千円円 ４４９９．．１１％％

市市
　　 税税 ５５５５３３億億３３２２８８４４万万３３千千円円 ４４３３．．１１％％

国国庫庫支支出出金金 ２２３３２２億億２２３３６６５５万万３３千千円円
1188..11％％

繰繰
入入 金金 　　７７３３億億３３１１８８６６万万７７千千円円

55..７７％％

都都 支支出出金金 １１３３６６億億４４５５７７８８万万円円 1100..６６％％

２２２２．．５５
％％

そそ
のの 他他 ２２８８７７億億９９４４１１４４万万６６千千円円

1177..44％％

66..33％％
44..77％％
33..11％％
0077..66％％

5588億億77008888万万33千千円円
公公
債債 費費

土土
木木 費費

1111..88％％衛
生 費

そ
の 他

教
育 費

総
務 費

民
生 費

95億1103万9千円
　38億4612万8千円

79億5567万3千円

148億5194万4千円

219億 211万8千円

６１７億８７６５万６千円 ４９．１％

市
　 税 ５５３億３２８４万３千円 ４３．１％

国庫支出金 ２３２億２３６５万３千円
18.1％

繰
入 金 　７３億３１８６万７千円

5.７％

都 支出金 １３６億４５７８万円 10.６％

２２．５
％

そ
の 他 ２８７億９４１４万６千円

17.4％

6.3％
4.7％
3.1％
7.6％

58億7088万3千円
公
債 費

土
木 費

歳入
１２８３億２８２８万９千円

歳出
１２５７億２５４４万１千円

11.8％

 令和５年度一般会計決算款
かん

（科目）別内訳 令和５年度各会計別歳入歳出決算の状況

区　分 最終予算額 収入済額 執行率（％） 支出済額 執行率（％）

一 般 会 計 1299億1247万6千円  1283億2828万9千円 98.8 1257億2544万1千円 96.8
特
別
会
計

国民健康保険 244億3677万5千円 241億2364万5千円 98.7 241億1093万9千円 98.7
後期高齢者医療 62億8624万8千円 63億 916万7千円 100.4 62億6888万4千円 99.7
介 護 保 険 211億3375万5千円 205億5936万4千円 97.3 196億6565万2千円 93.1
公 共 用 地 7億 413万円  　 7億1546万4千円 101.6 5億3944万2千円 76.6

公営企業会計
収　　入 支　　出

最終予算額 決算額 執行率
（％） 最終予算額 決算額 執行率

（％）

競 走
事 業

収益的収支 847億5857万円  　 819億9064万6千円 96.7 816億1905万8千円 781億8595万1千円 95.8
資本的収支 1036万6千円 1036万6千円 100.0 38億4125万8千円 38億 792万2千円 99.1

下水道
事 業

収益的収支 50億5910万2千円 50億1158万8千円 99.1 48億8939万9千円 45億9159万7千円 93.9
資本的収支 10億5530万8千円 8億8073万円  　 83.5 14億7682万8千円 11億8152万4千円 80.0

総　　括
学
校
給
食
費
の
無
償
化

委
員
　
令
和
５
年
度
の
、
子
育
て
・
教

育
支
援
に
関
す
る
非
常
に
大
き
な
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
学
校
給
食
費
の
公
費

負
担
、
す
な
わ
ち
無
償
化
が
挙
げ
ら
れ

る
と
考
え
る
が
、
そ
の
実
績
は
。

教
育
部
長
　
市
立
小
・
中
学
校
の
児
童	

・
生
徒
約
１
万
９
１
０
０
人
を
対
象
に
、

５
年
10
月
か
ら
給
食
費
相
当
額
の
公
費

負
担
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
総

額
は
約
４
億
５
７
６
０
万
円
と
な
る
。

ま
た
、
子
ど
も
１
人
当
た
り
の
額
は
中

学
生
の
場
合
、
半
年
間
で
２
万
６
４
０

０
円
相
当
と
な
る
。
物
価
高
騰
等
は
市

民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、

給
食
費
の
公
費
負
担
を
実
施
で
き
た
こ

と
は
、
学
齢
期
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭

の
負
担
軽
減
に
寄
与
し
た
と
考
え
る
。

防

災

対

策

委
員
　
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
令
和
５

年
度
の
取
組
と
成
果
を
聞
き
た
い
。

危
機
管
理
監
　
市
主
体
の
取
組
で
は
、

防
災
・
減
災
対
策
の
基
軸
と
な
る
市
地

域
防
災
計
画
の
改
定
や
、
子
育
て
世
代

を
対
象
と
し
た
防
災
イ
ベ
ン
ト
等
を
実

施
し
た
。
地
域
等
と
の
連
携
・
協
働
に

よ
る
取
組
で
は
、
自
治
会
な
ど
を
対
象

に
市
の
防
災
施
策
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
地
域
防
災
力
強
化
の
た
め
の
課
題

等
に
つ
い
て
、
対
話
を
通
じ
、
自
助
・

共
助
の
必
要
性
の
認
識
を
高
め
た
上
で

自
主
防
災
連
絡
会
の
組
織
化
に
努
め
た
。

　
各
事
業
を
通
じ
て
、
防
災
・
減
災
意

識
が
高
ま
り
、
自
助
・
共
助
の
取
組
強

化
に
つ
な
が
る
な
ど
、
災
害
対
応
力
の

向
上
が
図
ら
れ
た
と
捉
え
て
い
る
。

分
倍
河
原
駅
周
辺
整
備

委
員
　
分
倍
河
原
駅
周
辺
整
備
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
拠
点
整
備
推
進
本
部
長
　

駅
周
辺
の
基
盤
整
備
で
は
、
た
ま
り
空

間
や
東
西
南
北
の
自
由
通
路
及
び
駅
改

良
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
か
ら
６
年

度
に
基
本
設
計
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て
は
路

線
測
量
を
、
地
区
外
周
道
路
に
つ
い
て

は
詳
細
設
計
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

良
好
な
商
店
街
や
住
宅
環
境
を
形
成
す

る
た
め
に
必
要
な
、
ま
ち
づ
く
り
ル
ー

ル
の
検
討
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
の
施
策
に

つ
い
て
も
、
地
元
組
織
で
あ
る
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
と
意
見
交
換
を
重
ね
な
が

ら
進
め
て
い
る
。

新

型

コ

ロ

ナ

対

策

委
員
　
市
に
お
け
る
、
こ
れ
ま
で
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
、

ど
の
よ
う
に
総
括
す
る
か
。

政
策
経
営
部
長
　
令
和
２
年
２
月
か
ら

対
策
に
取
り
組
み
、
２
年
４
月
に
は
生

活
支
援
や
感
染
症
拡
大
防
止
な
ど
５
つ

の
対
応
方
針
を
柱
と
す
る
、
市
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対
応
方
針

を
作
成
し
、
本
市
単
独
の
子
育
て
応
援

臨
時
特
別
給
付
金
事
業
や
、
生
活
困
窮

者
住
宅
確
保
給
付
金
支
給
事
業
な
ど
を

実
施
し
た
。
以
降
、
２
年
度
か
ら
５
年

度
ま
で
の
間
に
、
１
４
６
の
事
業
を
、

市
民
や
市
議
会
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

適
宜
迅
速
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
誰
も

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
捉
え
て
い
る
。

決

算

全

体

の

評

価

委
員
　
令
和
５
年
度
の
決
算
の
評
価
は
。

政
策
経
営
部
長
　
市
政
運
営
方
針
に
掲

げ
た
３
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
く
事
業
を

着
実
に
進
め
た
ほ
か
、
基
金
の
積
立
て

と
活
用
の
方
針
の
も
と
、
総
合
計
画
４

分
野
基
金
の
活
用
に
よ
る
第
７
次
府
中

市
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
に
掲
げ
る

施
策
の
推
進
や
、
公
共
施
設
整
備
基
金

へ
の
積
み
増
し
に
よ
る
施
設
の
老
朽
化

対
策
へ
の
準
備
を
進
め
た
。
ま
た
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実
等

に
資
す
る
事
業
の
財
源
を
安
定
的
に
確

保
す
る
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
子
ど
も	

・
子
育
て
応
援
基
金
を
創
設
し
、
学
校

給
食
費
無
償
化
を
含
め
た
幅
広
い
支
援

策
の
財
源
対
策
が
図
ら
れ
た
と
評
価
し

て
い
る
。

委
員
　
令
和
５
年
度
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
宿
泊
施
設
は
８
０
６

人
の
利
用
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
手

頃
な
料
金
で
宿
泊
で
き
、
重
宝
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
市
民
か
ら

の
意
見
や
要
望
は
あ
る
か
。
ま
た
、

宿
泊
施
設
を
今
後
も
残
し
て
も
ら

い
た
い
が
、
市
の
方
針
は
。

文
化
生
涯
学
習
課
長
補
佐
　
要
望

は
特
に
な
い
が
、
利
用
者
が
４
年

度
比
で
約
１
２
０
人
増
え
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
の
時
と
比
べ
、
活
用
を

望
む
声
は
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

文
化
生
涯
学
習
課
長
　
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
は
計
画
上
、
10
年
度
ま

で
存
続
し
た
あ
と
解
体
等
を
行
う

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
機
能
が
維

持
で
き
る
間
は
状
況
を
見
な
が
ら

宿
泊
で
の
活
用
を
進
め
る
。

委
員
　
東
京
２
０
２
０
大
会
の
レ

ガ
シ
ー
を
生
か
す
た
め
実
施
し
て

い
る
ツ
ー
ル
・
ド
府
中
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
度
の
実
績
と
課
題
は
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長
　
エ

ン
ト
リ
ー
総
数
は
、
前
年
度
比
３

％
増
の
１
４
３
６
人
、
参
加
者
数

は
完
走
数
で
の
計
数
に
な
る
が
、

委
員
　
公
共
施
設
長
寿
命
化
検
討

調
査
事
業
に
お
い
て
、
長
寿
命
化

計
画
策
定
の
た
め
の
資
料
と
し
て

71
施
設
の
老
朽
化
調
査
を
し
た
と

聞
く
が
、
対
象
施
設
は
ど
こ
か
。

ま
た
、
計
画
策
定
の
目
的
は
。

建
築
施
設
課
長
補
佐
　
対
象
施
設

は
、
地
域
体
育
館
、
保
育
所
、
介

前
年
度
比
14
％
増
の
９
０
２
人
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
５
年
度
は
参
加

者
か
ら
の
要
望
に
応
え
て
、
市
の

外
周
を
回
る
32
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

長
距
離
コ
ー
ス
を
新
設
し
た
。
課

題
と
し
て
は
、
市
内
に
限
定
し
た

新
た
な
長
距
離
コ
ー
ス
の
設
定
に

は
限
界
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

近
隣
市
と
協
力
し
た
更
な
る
距
離

の
延
長
に
つ
い
て
は
、
他
市
の
動

向
を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ
て
有

効
な
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

護
予
防
推
進
セ
ン
タ
ー
や
市
が
管

理
す
る
自
転
車
駐
車
場
な
ど
、
こ

れ
ま
で
専
門
家
に
よ
る
調
査
を
実

施
し
て
い
な
い
施
設
で
あ
る
。
ま

た
、
長
寿
命
化
計
画
策
定
の
目
的

は
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、

改
築
や
大
規
模
改
修
が
必
要
な
状

況
と
な
る
中
で
、
建
築
費
用
の
高

騰
な
ど
を
踏
ま
え
、
コ
ス
ト
の
縮

減
や
予
算
の
平
準
化
に
つ
い
て
、

中
長
期
的
な
見
通
し
を
示
す
も
の

で
あ
る
。

内
の
全
小
・
中
学
校
へ
の
チ
ラ
シ

配
布
等
に
よ
っ
て
周
知
を
図
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
新
聞
や
地
元
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
も
、
P
R
や
周
知
の
効
果

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

委
員
　
女
子
野
球

タ
ウ
ン
推
進
事
業

に
つ
い
て
、
関
連

イ
ベ
ン
ト
に
そ
れ

ぞ
れ
５
０
０
人
か

ら
１
０
０
０
人
の

来
場
が
あ

っ
た
と
聞

く
が
、
開

催
の
P
R
や
周
知
方
法
は
。

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
課

長
補
佐
　
市
の
広
報
等
で

の
周
知
の
ほ
か
、
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
な
ど
を
実
施
し

た
。
ま
た
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
リ

ー
グ
開
催
日
に
は
、
読
売

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
女
子
チ
ー

ム
等
に
よ
り
、
試
合
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
掲
載
し

た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
ほ

か
、
同
女
子
チ
ー
ム
の
キ

ャ
ン
プ
に
当
た
っ
て
は
市

　▲女子野球選手との交流の様子

観

光

振

興

事

業

ツ
ー
ル
・
ド
府
中
の
実
績
と
課
題
は

公
共
施
設
長
寿
命
化
検
討
調
査

対

象

施

設

は

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
宿
泊
施
設

意

見

や

要

望

は

女子野球タウン推進事業

イベント開催の周知方法は

自転車用ヘルメット購入助成事業費

助 成 券 の 利 用 率 は

委
員
　
自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入

助
成
事
業
費
に
つ

い
て
は
、
令
和
５

年
度
の
助
成
件
数

が
７
２
３
７
件
と

聞
く
が
、
助
成
券

の
利
用
率
は
。
ま

た
、
助
成
券
を
未

使
用
の
場
合
、
６

年
度
に
再
申
請
で
き
な
い
理
由
は
。

地
域
安
全
対
策
課
長
　
助
成
券
の

発
行
枚
数
は
、
１
万
２
０
４
５
件

で
、
利
用
率
は
60
％
で
あ
る
。
こ

の
取
組
は
、
５
年
４
月
の
自
転
車

乗
車
時
に
お
け
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
努
力
義
務
化
に
伴
い
、
よ

り
多
く
の
方
に
着
用
を
普
及
・
促

進
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
た
め
、

一
度
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
方
の
再
申

請
は
受
け
付
け
て
い
な
い
。
な
お
、

購
入
場
所
は
、
市
内
事
業
者
活
性

化
の
観
点
か
ら
、
市
内
の
事
業
者

に
限
っ
て
い
る
。


